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論文内容の要旨

本論文は，通信におげるオペレーション技術に関する研究の成果をまとめたものであり，特にカスタマ指向および

サービス指向のオペレーションシステム構成のためのオベレーショシシステムプラットフォーム構成技術，ネットワ

ークオペレーション技術，サービスオペレーション技術に関する研究をまとめたものであり，全文は次の 6 章より構

成されている。

第 1 章では，ネットワークの進歩に伴い，通信におけるオペレーション技術の高度化・多様化に向けて，急速な変

貌が必要となってきた背景を述べ，本論文で扱っている研究の現状を紹介し，本論文の目的と位置づけを明確にして

いる。

第 2 章では，通信ネットワークのオペレーションに関してレイヤ構成の概念をオペレーション業務およびシステム

構成に適用すべきことを提案している。さらに，各レイヤに対応した技術課題を定義し，それらを解決できる望まし

いオペレーションシステムプラットフォームアーキテクチャを提案している。

第 3 章では，ネットワークオペレーションにおける重要な技術であるトラヒック制御技術について述べている。特

に，着信交換機が接続処理可能な数の呼をネットワーク全体から発信させるように制御する呼数密度制御アルゴリズ

ムを提案し，スループット特性の解析結果を示すとともに，大規模ネットワークにおける制御特性をシミュレーショ

ン実験により定量的に明らかにしている。

第 4 章では，電話サービスを対象としたオペレーションシステムプラットブオームの具体的実現方式と技術につい

て述べている。高度ネットワークサービスを例に，オペレーションシステムプラットフォームに具備すべき情報なら

びに機能について明らかにするとともに，これらを導出する方法論についても述べている。

第 5 章では， VOD (Video on Demand) 等のマルチメディアサービスにおりるサービスオペレーション機能の提案

を行うとともに，オペレーションシステムプラットプオームの適用性を検証している。特に，サービスナピゲーショ

ン機能とサービスオペレーション機能の連携により高付加価値のサービスが実現できることを明らかにしている。

第 6 章では，本研究で得られた成果を総括し，結論を述べている。
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論文審査の結果の要旨

通信ネットワークサービスが電話主体から高度インテリジェントネットワークサービス，マルチメディアサービス

などと高度化・多様化するに伴い，オペレーション技術の高度化が重要となってきている。本研究は，この様な背景

のもとで新しいオペレーション技術体系の創出を目的とするもので，オペレーションシステムならびにサービスオペ

レーションに関する新しい方式を提案し，併せてその有効性を実証している。

その主な成果を要約すると以下の通りである。

(1) 通信ネットワークサーピスの高度化に伴うオペレーション機能の高度化に向けて，オペレーション業務ならびに

システム構成にレイヤ構成の概念を適用すべきことを提案し，オペレーションシステムプラットブオームアーキ

テクチャの具体的な構成を明らかにしている。

(2) ネットワークオペレーションのなかの重要な技術であるトラヒツク制御技術について，呼数密度制御アルゴリズ

ムを提案しており，現在， NTT のディジタルネットワークにおいて実用に供され有効な働きをしていることを明

らかにしている。

(3) 高度ネットワークサービスを効率的に提供するオペレーションシステムプラットブオームの構成技術を提案し，

実際に 1994年から実用に供して評価を行い，その有効性を明らかにしている。

(4) マルチメディアサービスを提供するためのサービスオペレーション機能の実現技術を提案している。特に，サー

ピスナピゲーション機能とサービスオペレーション機能との連携により高付加価値サービスが実現できることを

明らかにしている。

以上のように，本論文は，通信におけるオペレーション技術に関する優れた提案をしており，その技術の有効性に

ついては現実に商用システムに導入されていることからも明らかであり，得られた成果の妥当性，有用性は極めて高

く評価され，通信工学，ネットワーク工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は，博士論文として価値

あるものと認める。
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